「林 先生って、 男の 方な の？」 

きよこ 

「そうだ。 高浜虚 子と いうお じいさん もい るし、 川端 

リ ゆうこ くちひげ 

龍 子と いう 口髭 を はやした 立派な 紳士 もい る。」 

「みんな 小説家？」 

「まあ、 そうだ。」 

それ以来、 その 洋画家 は、 新 宿の 若 松屋に 於いて は、 

林 先生と いう 事に なった。 本当 は 二 科の 橋 田 新 一郎 氏 

であった。 

いちど 僕 は、 ピアニストの 川上 六郎氏 を、 若 松屋の 

その 二階に 案内した 事が あった。 僕が 下の 御不浄に 降 

ちょ-つし 

りて 行ったら、 トシ ちゃんが、 お 铫子を 持って 階段の 



りして いる 感じであった。 

ずう ずう 

けれども、 その 無智と 図々 しさと 騒がし さに は、 我 

慢 できない ものが あった。 下にお 客が あっても、 彼女 

は 僕たちの 二階の ほうにば かり 来て いて、 そうして、 

何も 知らん くせに 自信 たっぷりの 顔つきで 僕たちの 話 

の 中に 割り込む。 たとえば、 こんな 事 もあった。 

「でも、 基本的人権 というの は、 …… 」 

と、 誰かが 言い かける と、 

フ K;7-」 

とすぐ に 出しゃば リ、 

「それ は、 どんなん です？ やはり、 アメリカの もの 



君 も、 その 頃 はもう、 眉 山 軒の 半 常連く らいのと ころ 

になって いて、 そうして 眉 山 は、 彼 を 中 村 武羅夫 氏 だ 

とば かり 思い込ん でいた。 

行って みると、 中 村 武羅夫 先生 はま だ 来て いなくて、 

林 先生の 橋 田 新 一郎 氏が 土間の テ— ブルで、 ひとりで 

コ ップ酒 を 飲み ニヤ ニヤして いた。 

「壮観で したよ。 眉 山が ミソを 踏ん づけち やって ね。」 

「ミ ソ？， - 

僕 は、 カウンタ ー に片肘 をのせ て 立って いるお かみ 

さんの 顔 を 見た。 

おかみさん は、 いかにも 不機嫌 そうに 眉 を ひそめ、 



それから 仕方無 さそう に 笑い出し、 

「話に も 何もな り やしないんで すよ、 あの 子の そそつ 

かし さったら。 外から バタ バタ 眼つ きを かえて K け 込 

んで 来て、 いきなり、 ずぶ りです からね。」 

「踏んだ のか。」 

「ええ、 きょう 配給に なった ばかりのお ミソ をお 重箱 

に 山 もりに して、 私 も 置き どころ が 悪かった のでし よ 

うけれ ど、 わざわざ それに 片足 をつつ 込まなくて もい 

いじゃありません か。 しかも、 それ をぐ いと 引き抜い 

つまさき だ 

て、 爪先 立ちに なって そのまま 便所です からね。 どん 

なに、 こらえ 切れ なくなって いたって、 何も それほど 



裏通り を 選んで 歩きながら、 僕 は、 ふいと 思い出し 

たみたい な 口調で たずねた。 

「ミソ 踏み 眉 山 は、 相 変らず です か？」 

「いないん です。」 

フス 7-」 

「きょう 行って みたら、 いないん です。 あれ は、 死に 

ますよ。」 

ぎよ つ とした。 

「おかみから、 いま 聞いて 来たんで すけ どね、」 

と 橋 田 氏 も、 まじめな 顔 をして、 

「あの 子 は、 腎臓 結核 だつ たんだ そうです。 もちろん、 
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